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ム
。
パ
ネ
ル
は
１
枚
が
縦
１

１
０
㌢
×
横
１
３
０
㌢
で
、

合
計
１
３
５
枚
を
設
置
。
本

所
建
物
と
、
隣
接
す
る
農
業

団
地
セ
ン
タ
ー
の
屋
上
に
そ

れ
ぞ
れ
取
り
付
け
、
２
日
か

ら
稼
働
を
始
め
た
。

発
電
量
は
、
年
間
８
万
㌔

㍗
を
見
込
む
。
本
所
の
年
間

電
気
使
用
量

万
３
０
０
０

㌔
㍗
に
対
し
、
約
４
分
の
１

を
賄
え
る
計
算
だ
。
電
気
料

金
の
削
減
額
は
、
年
間
２
０

０
万
円
以
上
に
上
る
。

西
支
所
の
新
店
舗
に
も
、

太
陽
光
発
電
シ
ス
テ
ム
を
設

置
。
屋
上
に
パ
ネ
ル
１
８
０

枚
と
、
正
面
入
り
口
側
の
壁

面
の
一
部
に
も
パ
ネ
ル
を
取

り
付
け
た
自
家
消
費
の
他


売
電
も
す
る
計
画
で
、
２
０

２
４
年
３
月
か
ら
稼
働
す
る

予
定
だ
。

組
み
を
さ
ら
に
進
め
る
方
針

だ
。設

置
し
た
の
は
、
自
家
消

費
型
の
太
陽
光
発
電
シ
ス
テ

続
可
能
な
開
発
目
標
（
Ｓ
Ｄ

Ｇ
ｓ
）
の
達
成
に
も
つ
な
が

る
、
脱
炭
素
社
会
の
実
現
に

向
け
て
、
環
境
保
全
の
取
り

Ｊ
Ａ
は
だ
の
は
、
創
立


周
年
記
念
事
業
と
し
て
、
本

所
に
太
陽
光
発
電
シ
ス
テ
ム

を
導
入
し
た
。
再
生
可
能
エ

ネ
ル
ギ
ー
を
利
用
す
る
た

め
、
太
陽
光
パ
ネ
ル
な
ど
の

発
電
シ
ス
テ
ム
と
、
蓄
電
シ

ス
テ
ム
の
両
方
を
設
置
。
持

買
品
の
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
注

文
の
操
作
が
分
か
ら
な
い
場

合
、
サ
ポ
ー
ト
は
し
て
も
ら

え
る
の
か
」｢

店
舗
再
編
後


渉
外
担
当
者
に
は
今
ま
で
通

り
対
応
し
て
も
ら
え
る
の

か
」
な
ど
、
さ
ま
ざ
ま
な
声

が
上
が
っ
た
。

座
談
会
で
Ｊ
Ａ
に
寄
せ
ら

れ
た
意
見
・
要
望
は
、
担
当

部
署
や
理
事
会
で
検
討
し
、


月

、

の
両
日
の
組
合

員
訪
問
日
で
配
布
す
る
「
秋

の
座
談
会
報
告
号
」
で
報
告

す
る
。

Ｊ
Ａ
は
だ
の
は

月
２
日

か
ら

日
ま
で
、
市
内

会

場
で
秋
の
座
談
会
を
開
い

た
。
今
後
の
Ｊ
Ａ
運
営
に
組

合
員
の
声
を
反
映
し
て
い
く

こ
と
が
目
的
。
組
合
員
８
６

６
人
が
出
席
し
た
。

各
会
場
で
は
、
２
０
２
３

年
度
上
半
期
の
活
動
や
購
買

事
業
の
再
構
築
な
ど
に
つ
い

て
説
明
組
合
員
か
ら
は｢

購
作
り
加
工
品
は
も
ち
ろ
ん
、
産
地

間
提
携
を
結
ぶ
全
国
各
地
の
Ｊ
Ａ

の
名
産
品
を
販
売
し
ま
す
。
ぜ
ひ

ご
来
店
く
だ
さ
い
。

じ
ば
さ
ん
ず
は
、

月

日

（
土
）
、

日
（
日
）
に
、
周
年

祭
を
開
き
ま
す
。
市
内
の
生
産
者

が
丹
精
し
て
育
て
た
農
産
物
や
手

Ｊ
Ａ
は
だ
の
は

月

日
（
土
）
、

日
（
日
）

に
、
本
所
で
農
業
ま
つ
り
を
開
き
ま
す
。
地
場
産
農

産
物
の
即
売
や
ヒ
ー
ロ
ー
シ
ョ
ー
、
女
性
部
の
バ
ザ

ー
な
ど
多
彩
な
催
し
を
予
定
し
て
い
ま
す
。

今
年
は
新
た
に
、
ド
ク
タ
ー
フ
ィ
ッ
シ
ュ
や
移
動

動
物
園
の
イ
ベ
ン
ト
ス
ペ
ー
ス
が
あ
り
ま
す
。

ぜ
ひ
ご
家
族
で
ご
来
場
く
だ
さ
い
。

「
や
え
の
ち
ゃ
ん
」
と
「
ぴ
ー
な
マ
ン｣

が


地
域
の
イ
ベ
ン
ト
に
登
場
し
、
Ｊ
Ａ
は
だ
の
の

キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
と
し
て
定
着
。
秦
野
の
農
業
や

Ｊ
Ａ
の
取
り
組
み
を
Ｐ
Ｒ
す
る
。

今月の特集
４～５面

｢

や
え
の
ち
ゃ
ん｣｢

ぴ
ー
な
マ
ン｣

定
着

自
慢
の
小
菊
ケ
イ
ト
ウ
ず
ら
り

花
き
部
会
露
地
部
は
９
月

、


の
両
日
、
じ
ば
さ
ん
ず
敷
地
内
で
た

ば
こ
祭
露
地
切
花
品
評
会
を
開
い

た
。
秦
野
た
ば
こ
祭
の
協
賛
行
事
と

し
て
、
４
年
ぶ
り
に
開
催
。
特
設
ブ

ー
ス
に
、
部
員
が
丹
精
し
て
育
て
た

小
菊
や
ケ
イ
ト
ウ
な
ど
合
計

点
が

ず
ら
り
と
並
ん
だ
。

県
農
業
技
術
セ
ン
タ
ー
の
職
員
ら

が
、
開
花
の
そ
ろ
い
や
葉
色
な
ど
を

審
査
し
た
。
そ
の
後
、
一
般
公
開
と

し
て
展
示
し
た
他
、
部
員
が
持
ち
寄

っ
た
切
り
花
を
チ
ャ
リ
テ
ィ
ー
で
即

売
し
、
多
く
の
来
店
者
で
に
ぎ
わ
っ

た
。
品
評
会
の
結
果
は
、
２
面
「
受

賞
お
め
で
と
う
」
に
掲
載
。

じばさんず
来月周年祭


日(

土)


日(

日)

提
携
Ｊ
Ａ
の
名
産
品
も

部員が丹精して育てた花が並んだ

農業まつりに
集まろう！


月


日
に
本
所
で

組
合
員
の
声
を
Ｊ
Ａ
運
営
に


会
場
で
秋
の
座
談
会

太
陽
光
発
電
シ
ス
テ
ム
導
入

太
陽
光
発
電
シ
ス
テ
ム
導
入多くの組合員が出席した座談会

（西地区・渋沢公民館）

脱炭素へ再生可能エネ活用
周年記念事業

本所屋上に設置した太陽光パネル

Ｊ Ａ は だ の 第号（） 年(令和５年)月日(木曜日) (://-/)



倰
倰
倰
倰
倰
倰
倰
倰
倰
倰
倰
倰
倰
倰
倰
倰
倰
倰
倰
倰
倰
倰
倰
倰
倰
倰
倰
倰
倰
倰
倰
倰
倰
倰
倰
倰
倰
倰
倰
倰
倰
倰
倰
倰
倰
倰
倰
倰
倰
倰
倰
倰
倰
倰
倰
倰
倰
倰
倰
倰

乀
乁
乂
乃
乀
乁
乂
乃
乀
乁
乂
乃
乀
乁
乂
乃
乀
乁
乂
乃
乀
乁
乂
乃
乀
乁
乂
乃
乀
乁
乂
乃
乀
乁
乂
乃
乀
乁
乂
乃
乀
乁
乂
乃
乀
乁
乂
乃
乀
乁
乂
乃
乀
乁
乂
乃
乀
乁
乂
乃
乀
乁
乂
乃
乀
乁
乂
乃
乀
乁
乂
乃
乀
乁
乂
乃
乀
乁

で
き
る
こ
と

や
、
平
た
い

大
玉
の
実
が

お
い
し
い
こ

と
を
教
わ
っ

た
後
、
も
ぎ

取

り

を

体

験
。
園
の
中

で
大
き
い
実

を
探
し
回
る

な
ど
、
収
穫

を

満

喫

し

た
。参

加
し
た

曽
屋
の
加
藤
典
子
さ
ん
は

「
秦
野
で
キ
ウ
イ
フ
ル
ー
ツ

を
栽
培
し
て
い
る
こ
と
を
初

め
て
知
っ
た
。
子
ど
も
と
一

緒
に
実
を
選
び
な
が
ら
取
れ

て
、
と
て
も
楽
し
め
た
」
と

笑
顔
を
見
せ
た
。

体
験
は
、
地
元
農
家
の
尾

澤
健
一
さ
ん
が
協
力
し
た
。

参
加
者
は
尾
澤
さ
ん
か
ら
、

実
を
ひ
ね
る
と
簡
単
に
収
穫

で
キ
ウ
イ
フ
ル
ー
ツ
「
ヘ
イ

ワ
ー
ド
」
の
収
穫
体
験
会
を

開
い
た
。

組

人
の
家
族

連
れ
が
参
加
し
た
。

は
だ
の
都
市
農
業
支
援
セ

ン
タ
ー
は

日
、
「
は
だ
の

農
業
満
喫
Ｃ
Ｌ
Ｕ
Ｂ
」
の
一

環
と
し
て
南
矢
名
の
果
樹
園

ロ
ア
ザ
ミ
ウ
マ
に
登
録
の
あ

る
、
花
き
類
・
観
葉
植
物
の

農
薬
で
定
期
的
に
防
除
し

て
、
増
殖
を
抑
え
ま
す
。
薬

剤
散
布
の
際
に
は
、
Ｒ
Ａ
Ｃ

コ
ー
ド
の
同
じ
薬
剤
を
連
続

し
て
散
布
し
な
い
よ
う
注
意

し
て
く
だ
さ
い
。

③
見
つ
け
た
ら
早
期
撤
去

す
る症

状
を
呈
し
て
い
る
感
染

株
は
２
次
感
染
源
と
な
り
ま

す
。
見
つ
け
次
第
ハ
ウ
ス
の

外
に
出
し
、
地
中
に
埋
め
た

り
、
ポ
リ
袋
に
密
閉
し
て
廃

棄
し
た
り
し
て
、
早
期
除
去

を
徹
底
し
ま
す
。

夏
季
の
高
温
期
は
、
感
染

し
て
い
て
も
外
見
上
は
病
徴

が
表
れ
ず
、
出
荷
・
流
通
後

に
病
徴
が
表
れ
る
こ
と
が
あ

る
た
め
、
育
苗
時
の
防
除
を

徹
底
し
ま
す
。

（
青
木
）

土
壌
伝
染
に
よ
る
感
染
は
、

現
時
点
で
は
報
告
さ
れ
て
い

ま
せ
ん
。

▼
防
除

①
環
境
を
整
備
す
る

Ｉ
Ｎ
Ｓ
Ｖ
は
宿
主
範
囲
が

広
い
ウ
イ
ル
ス
で
あ
る
た

め
ハ
ウ
ス
内
外
の
雑
草
や


放
置
し
た
ま
ま
の
花
き
類
な

ど
が
感
染
源
と
な
る
可
能
性

が
あ
り
ま
す
。
防
草
シ
ー
ト

の
設
置
や
、
除
草
剤
を
使
用

し
て
ハ
ウ
ス
内
外
を
除
草

し
、
不
要
に
な
っ
た
花
き
類

の
早
期
除
去
を
徹
底
し
て
く

だ
さ
い
。

②
ア
ザ
ミ
ウ
マ
類
を
抑
え

る
媒
介
虫
で
あ
る
ア
ザ
ミ
ウ

マ
類
は
、
増
殖
す
る
ほ
ど
防

除
が
難
し
く
な
り
ま
す
。
防

虫
ネ
ッ
ト
を
設
置
し
て
侵
入

を
防
止
す
る
他
、
ア
ザ
ミ
ウ

マ
類
も
し
く
は
ミ
カ
ン
キ
イ

た
。そ

の
後
、
イ
ン
パ
チ
ェ
ン

ス
や
サ
イ
ネ
リ
ア
、
シ
ク
ラ

メ
ン
な
ど
、
さ
ま
ざ
ま
な
花

き
類
で
感
染
が
確
認
さ
れ
て

い
ま
す
。

そ
こ
で
今
回
は
、
Ｉ
Ｎ
Ｓ

Ｖ
の
特
徴
と
、
施
設
花
き
栽

培
で
の
防
除
方
法
を
紹
介
し

ま
す
。

▼
病
徴
お
よ
び
病
原
の
性

質
と
伝
搬

特
徴
的
な
病
徴
と
し
て
、

葉
に
輪
紋
、
斑
紋
な
ど
を
伴

う
、
え
そ
症
状(

褐
変
枯
死)

を
生
じ
る
他
、
退
緑
斑
点
な

ど
の
モ
ザ
イ
ク
症
状
を
引
き

起
こ
し
ま
す
。
こ
れ
ら
の
症

状
は
、
夏
の
高
温
時
に
は
一

時
的
に
見
ら
れ
な
く
な
る
こ

と
が
あ
り
ま
す
。
主
に
ミ
カ

ン
キ
イ
ロ
ア
ザ
ミ
ウ
マ
や
ヒ

ラ
ズ
ハ
ナ
ア
ザ
ミ
ウ
マ
に
媒

介
さ
れ
ま
す
。
種
子
伝
染
や

Ｉ
Ｎ
Ｓ
Ｖ
に
つ
い
て

Ｉ
Ｎ
Ｓ
Ｖ
（
イ
ン
パ
チ
エ

ン
ス
ネ
ク
ロ
テ
ィ
ッ
ク
ス
ポ

ッ
ト
ウ
イ
ル
ス
）
は
、
県
内

で
は
２
０
０
０
年
に
、
フ
ロ

ッ
ク
ス
と
ミ
ム
ラ
ス
で
初
め

て
感
染
が
確
認
さ
れ
ま
し

で
、
現
地
検
討
会
を
開
催
。

生
育
状
況
を
確
認
し
、
栽
培

管
理
や
収
穫
適
期
な
ど
を
指

導
し
て
い
る
。
そ
の
他
、
生

育
初
期
の
稲
を
食
い
荒
ら
す

ス
ク
ミ
リ
ン
ゴ
ガ
イ
（
ジ
ャ

ン
ボ
タ
ニ
シ
）
防
除
剤
の
購

入
費
用
の
一
部
を
、
毎
年
助

成
し
て
い
る
。

し
た
他
、
カ
メ
ム
シ
の
被
害

も
多
く
、
厳
し
い
状
況
が
続

い
た
が
、
生
産
者
は
対
策
を

し
な
が
ら
懸
命
に
米
の
栽
培

に
励
ん
で
き
た
。

集
荷
し
た
米
は
じ
ば
さ
ん

ず
に
並
ぶ
他
、
Ｊ
Ａ
全
農
を

通
じ
て
県
内
の
学
校
給
食
に

供
給
し
て
い
く
。

Ｊ
Ａ
は
追
肥
前
と
収
穫
前

の
年
２
回
、
生
産
者
の
水
田

チ
ェ
ッ
ク
。
粒
ぞ
ろ
い
や
色

つ
や
、
充
実
度
な
ど
を
検
査

し
、
等
級
を
付
け
た
。

今
年
は
、
記
録
的
な
暑
さ

の
影
響
で
高
温
障
害
が
発
生

検
査
初
日
に
は
、
検
査
員

を
務
め
る
Ｊ
Ａ
職
員
が
、
生

産
者

人
が
持
ち
寄
っ
た

「
は
る
み
」
や
「
コ
シ
ヒ
カ

リ
」
５
７
９
袋
を
１
袋
ず
つ

結
果
は
次
の
通
り
。

◎
金
賞
▽
た
ば
こ
祭
実
行

委
員
会
長
賞
＝
柳
川
賢
治
・

小
菊
（
平
沢
）
▽
秦
野
市
議

会
議
長
賞
・
神
奈
川
県
花
き

園
芸
組
合
連
合
会
長
賞
＝
三

杉
武
久
・
ケ
イ
ト
ウ(

今
泉)

▽
秦
野
市
農
業
委
員
会
長
賞

・
神
奈
川
県
園
芸
協
会
長
賞

＝
亀
崎
善
太
郎
・
小
菊
（
小

蓑
毛
）

◇

果
樹
部
会
キ
ウ
イ
フ
ル
ー

ツ
部
は

日
市
内
圃
場(

ほ

じ
ょ
う
）
を
巡
回
し
、
園
管

理
共
進
会
を
開
い
た
。
審
査

の
結
果
は
次
の
通
り
。

▽
優
秀
賞
＝
尾
澤
健
一

（
南
矢
名
）
▽
優
良
賞
＝
三

川
正
己
（
曽
屋
）
川
口
良
治

（
南
矢
名
）
▽
佳
良
賞
＝
恩

蔵
和
男
（
北
矢
名
）
志
村
左

一
（
南
矢
名
）

花
き
部
会
露
地
部
は
９
月


、

の
両
日
、
じ
ば
さ
ん

ず
で
た
ば
こ
祭
露
地
部
切
花

品
評
会
を
開
い
た
。
審
査
の

同
セ
ン
タ
ー
職
員
ら
は
農

家
と
お
り
の
管
理
状
況
や


動
物
が
周
辺
を
通
っ
た
痕
跡

を
確
認
。
動
物
の
出
没
場
所

に
合
わ
せ
て
お
り
を
移
動
す

る
こ
と
や
、
動
物
が
餌
を
見

つ
け
や
す
く
す
る
た
め
に
、

お
り
の
中
や
周
辺
の
雑
草
を

定
期
的
に
刈
る
こ
と
な
ど
を

農
家
に
呼
び
か
け
た
。

減
ら
そ
う
と
、
春
と
秋
の
繁

殖
シ
ー
ズ
ン
に
開
催
。
よ
り

効
果
的
な
活
用
方
法
を
管
理

者
に
周
知
す
る
こ
と
で
、
獣

害
対
策
の
意
識
向
上
に
つ
な

げ
て
い
る
。
捕
獲
数
は
増
加

傾
向
に
あ
り
、
昨
年
、
鹿
は


頭
、
イ
ノ
シ
シ
は
前
年
の

約
５
倍
以
上
で
あ
る
１
０
５

頭
を
捕
獲
し
た
。

は
だ
の
都
市
農
業
支
援
セ

ン
タ
ー
は
３
４
５
６


日
の
５
日
間
、
市
内
に
設
置

し
て
い
る
捕
獲
お
り
の
現
地

検
討
会
を
開
い
た
。
お
り
を

管
理
す
る
農
家
や
県
の
職

員
猟
友
会
の
会
員
と
共
に



基
を
巡
回
し
た
。

検
討
会
は
、
鹿
や
イ
ノ
シ

シ
に
よ
る
農
作
物
の
被
害
を

ＪＡグリーンは

だのは月３日

（金)～日(日)

タマネギ栽培関連

の資材キャンペー

ンを実施します。

農薬や肥料、マ

ルチなどを特別価

格で販売しますの

で、お得なこの機

会にぜひご利用ください。お問い合わせはＪＡグリ

ーンはだのまで。☎－7719

Ｊ
Ａ
は
だ
の
は
９
月

日
か
ら
、
本
所
や
大
根
支
所

な
ど
で
２
０
２
３
年
産
米
の
検
査
と
集
荷
を
始
め
た
。


月
２
日
ま
で
実
施
す
る
予
定
。
集
荷
は
例
年
以
上
の

約
４
０
０
０
袋
（
１
袋

㌔
）
約
１
２
０
㌧
を
見
込
ん

で
い
る
。

検査集荷進む検査集荷進む
粒ぞろいや色つやチェック

年産米

県
内
の
学
校
給
食
に
供
給

お
り
の
管
理
状
況
を
確
認

キ
ウ
イ
収
穫
を
体
験
家
族
連
れ

参

加

獣
害
対
策
の
意
識
向
上
へ

獣
害
対
策
の
意
識
向
上
へ

捕
獲
お
り

基
を
巡
回

Ｊ
Ａ
グ
リ
ー
ン
は
農
家
を
応
援
し
ま
す

Ｊ
Ａ
グ
リ
ー
ン
は
農
家
を
応
援
し
ま
す

タマネギ資材関連キャンペーン
月３日(金)～日(日)

農
薬
や
肥
料
な
ど
を
特
別
価
格
で
販
売

キ
ウ
イ
フ
ル
ー
ツ
を
収
穫
す
る
親
子

米の品質を確かめる農家㊧とＪＡ職員

Ｊ Ａ は だ の第号 営　農 年(令和５年)月日(木曜日) （）
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仁
仂
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仁
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仁
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仁
仂
什
仁

大根支部

廃
油
せ
っ
け
ん
作

り
大
根
支
部
は


日
、
大
根
支
所
で
廃

油
せ
っ
け
ん
を
作
っ

た
部
員

人
が
参
加
し
た


部
員
は
、
カ
セ
イ
ソ
ー
ダ

を
水
に
溶
か
し
、
各
自
持
ち

寄
っ
た
使
用
済
み
の
油
を
少

し
ず
つ
加
え
た
。
竹
の
棒
で

と
ろ
み
が
出
る
ま
で
混
ぜ
続

け
、
空
の
牛
乳
パ
ッ
ク
に
流

し
入
れ
た
。

そ
の
後
は
家
に
持
ち
帰

り
、
１
週
間

か
ら

日
か

け
て
固
め
た

後
、
使
い
や

す
い
大
き
さ

に
切
り
、
天

日
干
し
し
て

完

成

さ

せ

た
。

儴儰儰儰儰儰儰儰儰儰

儴
儰
儰
儰

儴儰儰儰儰儰儰儰儰儰

儴
儰
儰
儰

わ
せ
て
、
腕
を
曲
げ
た
り
伸

ば
し
た
り
な
が
ら
体
を
動
か

し
た
。

が
製
作
し
た｢

肩
た
た
き
棒｣

を
贈
呈
し
た
。
節
田
真
弓
支

部
長
ら
４
人
が
、
利
用
者
に

手
渡
し
た
。

節
田
支
部
長
ら
は
、
肩
た

た
き
棒
を
活
用
し
た
ス
ト
レ

ッ
チ
も
指
導
利
用
者
は｢

ぴ

ー
な
マ
ン
体
操
」
の
曲
に
合

東支部

肩
た
た
き
棒
贈
呈

東
支
部
は
９
月


日
、
西
田
原
の
福
祉

施
設
を
訪
れ
、
部
員

儴儰儰儰儰儰儰儰

儴
儰
儰
儰

儴儰儰儰儰儰儰儰

儴
儰
儰
儰

実
施
し
た
も
の
。
部
員
６
人

が
店
頭
に
立
ち
、
品
物
を
販

売
し
た
。

出
品
物
は
、
支
部
員
が
各

家
庭
か
ら
持
ち
寄
っ
た
衣
類

や
日
用
品
、
食
料
品
な
ど
。

当
日
は
、
多
く
の
地
域
住
民

ら
で
に
ぎ
わ
っ
た
。

本町支部

バ
ザ
ー

本
町
支
部
は
９
月


日
、
本
町
支
所
の

敷
地
内
で
バ
ザ
ー
を

行
っ
た
。
同
日
に
開

催
さ
れ
た
第

回
秦
野
た
ば

こ
祭
に
合
わ
せ
て
、
初
め
て

儴儰儰儰儰儰儰儰儰儰

儴
儰
儰
儰

儴儰儰儰儰儰儰儰儰儰

儴
儰
儰
儰

他
、
リ
ン
ゴ
狩
り
や
パ
フ
ェ

作
り
を
体
験
し
た
。

参
加
者
は
「
法
水
寺
か
ら

見
る
景
色
が
素
晴
ら
し
か
っ

た
」
「
お
い
し
い
料
理
を
た

く
さ
ん
食
べ
る
こ
と
が
で
き

て
良
か
っ
た
」
な
ど
と
感
想

を
話
し
た
。

川
場
田
園
プ
ラ
ザ
」
で
新
鮮

な
農
産
物
や
加
工
品
、
土
産

を
購
入
し
た
後
「
生
ゆ
ば
処

町
田
屋
」
で
生
ゆ
ば
す
く

い
を
体
験
し
、
創
作
豆
腐
な

ど
を
堪
能
し
た
。
「
果
実
の

里

原
田
農
園
」
で
は
、
バ

ー
ベ
キ
ュ
ー
を
満
喫
し
た

湯
に
入
っ
て
疲
れ
を
癒
や
し

た
。
夕
食
後
に
は
各
支
部
の

他
、
目
的
別
趣
味
グ
ル
ー
プ

が
コ
ー
ラ
ス
や
ダ
ン
ス
な
ど

を
発
表
し
て
会
場
を
盛
り
上

げ
た
。

２
日
目
は
、
年
間
２
５
０

万
人
が
来
場
す
る
「
道
の
駅

場
を
見
学
し
ラ
ス
ク
を
試
食

し
た
。
昼
食
は
「
う
ど
ん
茶

屋
水
沢
万
葉
亭
」
で
、
日
本

三
大
う
ど
ん
の
一
つ
に
挙
げ

ら
れ
る
「
水
沢
う
ど
ん
」
を

味
わ
っ
た
。
そ
の
後
「
水
沢

観
音
」
や｢

佛
光
山
法
水
寺｣

を
拝
観
し
た
他
「
竹
久
夢
二

伊
香
保
記
念
館
」
で
美
人
画

や
本
の
挿
絵
な
ど
の
展
示
作

品
を
鑑
賞
し
た
。

伊
香
保
温
泉
に
宿
泊
し
、

女
性
部
は
９
月

、

の

両
日
、
企
画
旅
行
で
群
馬
県

を
訪
れ
た
。
部
員
同
士
の
親

睦
を
深
め
る
こ
と
が
目
的
。


人
が
参
加
し
、
群
馬
県
な

ら
で
は
の
名
物
料
理
や
温
泉

な
ど
を
満
喫
し
た
。

１
日
目
は
「
ガ
ト
ー
フ
ェ

ス
タ
ハ
ラ
ダ
」
を
訪
れ
、
工

競
技
に
汗
を
流
し
た
。
「
支
部
対
抗
障

害
物
リ
レ
ー｣

に
は
支
所
長
も
参
戦
し


会
場
か
ら
は
大
き
な
声
援
が
送
ら
れ

た
。節

田
真
弓
部
長
は
「
素
晴
ら
し
い
好

天
に
恵
ま
れ
、
運
動
会
を
開
催
す
る
こ

と
が
で
き
た
。
競
技
で
発
揮
し
た
皆
さ

ん
の
パ
ワ
ー
や
団
結
力
を
こ
れ
か
ら
の

活
動
に
も
生
か
し
て
ほ
し
い
」
と
話
し

た
。

運
動
会
は
、
１
９
８
１
年
か
ら
ス
タ

ー
ト
。
多
く
の
部
員
が
楽
し
め
る
よ
う

に
小
道
具
や
種
目
内
容
を
工
夫
し
、
プ

ロ
グ
ラ
ム
を
充
実
さ
せ
て
き
た
。
近
年

は
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
や

雨
天
の
影
響
で
中
止
が
続
き
、
４
年
ぶ

り
に
開
催
し
た
。

部
員
ら
は
「
ぴ
ー
な
マ
ン
体
操
」
で

準
備
運
動
を
し
た
後
「
名
水
リ
レ
ー
」

や
「
お
掃
除
リ
レ
ー
」
な
ど

種
目
の

女
性
部
は
５
日
、
秦
野
市
カ
ル
チ
ャ
ー
パ
ー
ク
陸
上
競
技
場
で
第

回
女
性

部
運
動
会
を
開
い
た
。
体
を
動
か
す
機
会
を
増
や
し
、
部
員
同
士
の
親
睦
を
図

ろ
う
と
、
部
員
ら
２
３
０
人
が
参
加
し
た
。

女性部は９月日、第回秦野たば

こ祭内のイベントで開催した「たばこ

音頭パレード」に参加した。各支部か

ら合計人が集まり、音頭を踊りなが

ら同部をＰＲした。

部員は、ＪＡはだのオリジナルキャ

ラクター「やえのちゃん」と「ぴーな

マン」がプリントされたそろいの浴衣

を着用先頭で吉田美津江副部長が｢Ｊ

Ａはだの女性部」と書いたプラカード

を掲げ、部員は足並みをそろえて市立

本町小学校を出発した。｢たばこ音頭｣

の音楽に合わせ、1９㌔のコースを踊

りながら歩いた。観客からは「浴衣が

色鮮やかできれい」「動きがそろって

いて見応えがある」などと歓声が上が

った。

同部は、本番に向けて音頭を練習。

部員同士で振り付けや歩幅を確認して

きた。

パレードには部員の他、市内の小・

中学校や市レクリエーション協会など

の団体から総勢300人以上が集結し、

祭りを華やかに彩った。

２日（木） 13：30～本部役員会

６日（月） ８：00～ＪＡはが野女性会との交流会

９日（木） ９：00～南支部｢グラウンドゴルフ大会｣

〃 13：30～農業まつりサポーター「サツマ

イモ掘り」（雨天15日）

日（木） ：～農業まつりサポーター「サツマ

イモ洗い」

22日（水） ９：30～上支部「ふるさと料理教室（上

幼稚園・そば打ち）」

〃 13：30～南支所「お茶飲み交流会」

24日（金） ９：30～西支部｢クリスマスリース作り｣

28日（火） ９：30～西支部「支部旅行」

〃 ：～本町支部「ミカン狩り」

29日（水） 13：30～神奈川県農協大会

月の女性部行事予定表月の女性部行事予定表

私
た
ち
は
、
順
番
に
班
長
を
務
め
て
い
ま
す
。
班

の
皆
さ
ん
そ
れ
ぞ
れ
の
家
が
近
い
の
で
、
回
覧
板
を

回
す
時
に
世
間
話
を
し
て
盛
り
上
が
っ
て
い
ま
す
。

先
月
開
催
さ
れ
た
秦
野
た
ば
こ
祭
で
は
、
本
町
支

部
で
初
め
て
バ
ザ
ー
を
行
い
ま
し
た

バ
ザ
ー
に
出

品
す
る
品
物
の
提
供
を
呼
び
か
け

み
ん
な
で
一
つ

の
目
的
に
向
か
っ
て
準
備
を
進
め
て
き
ま
し
た

当

日
は
地
域
の
方
た
ち
に
た
く
さ
ん
来
て
い
た
だ
き


楽
し
み
な
が
ら
行
う

こ
と
が
で
き
て
良
か

っ
た
で
す


こ
れ
か
ら
も
、
私

た
ち
が
で
き
る
こ
と

を
班
の
皆
さ
ん
と
一

つ
一
つ
考
え
な
が
ら

取
り
組
み
、
新
た
な

仲
間
が
増
え
た
ら
い

い
な
と
思
っ
て
い
ま

す
。

本
町
支
部

乳
牛
第
２
班

班
長

川
口

か

わ

ぐ

ち

君
子

き

み

こ



楽しく体動かそう楽しく体動かそう楽しく体動かそう

好天恵まれパワー全開

パ
レ
ー
ド
で
「
た
ば
こ
音
頭
」
を
踊
る
部
員

接
戦
を
繰
り
広
げ
た
名
水
リ
レ
ー

名
物
料
理
を
味
わ
い

温
泉
で
疲
れ
癒
や
す

群
馬
県
へ
企
画
旅
行

肩たたき棒を使ったストレッチを実践

交
代
し
な
が
ら
油
を
混
ぜ
る
部
員

４
年
ぶ
り
に
運
動
会

た
ば
こ
音
頭
パ
レ
ー
ド
に
参
加

た
ば
こ
音
頭
パ
レ
ー
ド
に
参
加

踊りで女性部をＰＲ

水沢観音を訪れた部員ら

本町支部で初めて開催したバザー

Ｊ Ａ は だ の 女性部 第号（） 年(令和５年)月日(木曜日)
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俤
俠
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俠
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俠
俠
俠
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俠
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は
１
９
９
４
年
、
渋
沢
駅
北

口
前
の
土
地
に
、
山
型
テ
ン

ト
を
使
っ
た
仮
店
舗
と
し
て

開
業
。

年
に
は
店
舗
建
物

が
完
成
し
、
正
式
に
オ
ー
プ

ン
し
た
。
以
来

年
に
わ
た

り
、
生
産
者
の
協
力
で
新
鮮

な
農
産
物
や
加
工
品
を
販

売
。
地
域
住
民
や
駅
利
用
者

に
親
し
ま
れ
て
き
た
。

閉
店
当
日
は
Ｊ
Ａ
職
員
ら

が
店
頭
に
立
ち
、
来
店
者
に

長
年
の
利
用
に
対
す
る
感
謝

を
伝
え
た
。

特
産
セ
ン
タ
ー

渋
沢
店
が
幕

長
年
の
利
用
に
感
謝

特
産
セ
ン
タ
ー
渋
沢
店

が
、
９
月

日
を
も
っ
て
歴

史
に
幕
を
下
ろ
し
た
。
同
店

ペ
ー
ス
ト
は
、
Ｊ

Ａ
が
生
産
者
か
ら
買

い
取
っ
た
タ
マ
ネ
ギ


㌔
を
活
用
し
、
中

学
校
給
食
の
提
供
が

な
い
夏
休
み
の
期
間

に
製
造
。
あ
め
色
に

な
る
ま
で
じ
っ
く
り

炒
め
、
甘
味
が
豊
か

で
こ
く
の
あ
る
味
に

仕
上
げ
た
。
９
月


日
に
は
、
市
内
の
中

学
校
給
食
で
ペ
ー
ス

ト
を
練
り
込
ん
だ
ハ
ン
バ
ー

グ
が
初
め
て
提
供
さ
れ
た
。

今
後
も
製
造
を
続
け
、
他
の

給
食
メ
ニ
ュ
ー
に
も
取
り
入

れ
て
い
く
予
定
だ
。

地
場
産
率
向
上
に
も
つ
な
げ

て
い
る
。

㈱
と
連
携
し
、
通
年
で
使
用

で
き
る
加
工
品
「
炒
め
タ
マ

ネ
ギ
の
ペ
ー
ス
ト｣

を
開
発


生
産
者
の
負
担
軽
減
や
所
得

向
上
の
他
、
中
学
校
給
食
の

Ｊ
Ａ
は
だ
の
は
、
市
内
の

中
学
校
給
食
に
無
選
別
の
タ

マ
ネ
ギ
を
提
供
し
た
。
市
教

育
委
員
会
や
、
給
食
を
調
理

す
る
ハ
ー
ベ
ス
ト
ネ
ク
ス
ト

ん
で
も
ら
え
る
よ
う
な
イ
ベ

ン
ト
を
企
画
し
て
い
き
た

い
」
と
話
し
た
。

り
、
人
気
の
企
画
に
な
っ
て

い
る
。
今
後
も
委
員
と
協
力

し
な
が
ら
、
参
加
者
に
楽
し

法
や
お
薦
め
の
食
べ
方
な
ど

も
聞
き
、
委
員
と
交
流
を
深

め
た
。

参
加
者
の
一
人
は
「
大
き

い
サ
ツ
マ
イ
モ
を
た
く
さ
ん

収
穫
で
き
て
良
か
っ
た
。
孫

に
も
食
べ
さ
せ
て
あ
げ
た

い
」
と
笑
顔
を
見
せ
た
。

岩
田
委
員
長
は
「
収
穫
体

験
は
毎
年
多
く
の
人
が
集
ま

体
験
し
た
。

収
穫
体
験
は
、
岩
田
賀
津

美
委
員
長
ら
６
人
の
委
員
が

協
力
。
６
月
に
苗
を
植
え
付

け
、
草
刈
り
や
つ
る
切
り
を

行
い
準
備
を
進
め
て
き
た


参
加
者
は
、
掘
り
方
の
説

明
を
受
け
た
後
、
委
員
に
シ

ャ
ベ
ル
で
掘
り
起
こ
し
て
も

ら
い
な
が
ら
収
穫
。
保
管
方

大
根
支
所
運
営
委
員
会
は

７
日
、
南
矢
名
の
畑
で
「
組

合
員
の
つ
ど
い｣

を
開
い
た


地
域
活
性
化
を
図
る
と
と
も

に
、
参
加
者
に
秦
野
の
農
業

や
Ｊ
Ａ
に
つ
い
て
理
解
を
深

め
て
も
ら
う
こ
と
が
目
的
。

准
組
合
員
や
そ
の
家
族

組


人
が
参
加
し
、
サ
ツ
マ
イ

モ
「
紅
あ
ず
ま
」
の
収
穫
を

力
。
警
察
官
や
市
地
域
婦
人

団
体
連
絡
協
議
会
メ
ン
バ
ー

ら
約

人
が
、
じ
ば
さ
ん
ず

の
来
店
者
に
特
殊
詐
欺
被
害

防
止
を
啓
発
す
る
チ
ラ
シ
を

配
布
し
た
。

特
殊
詐
欺
被
害
の

防
止
へ
啓
発
運
動

警
察
と
連
携

Ｊ
Ａ
は
、
組
合
員
や
利
用

者
を
詐
欺
か
ら
守
る
た
め
、

警
察
と
連
携
し
て
被
害
防
止

に
取
り
組
ん
で
い
る
。

Ｊ
Ａ
グ
ル
ー
プ
神
奈
川
と

神
奈
川
県
警
察
は

日
、
貯

金
口
座
の
犯
罪
利
用
を
防
止

す
る
た
め
の
協
定
を
締
結
し

た
。
警
察
と
民
間
の
金
融
機

関
が
犯
罪
収
益
対
策
で
協
定

を
結
ぶ
の
は
、
県
内
で
初
め

て
。
互
い
に
連
携
し
て
、
啓

発
活
動
や
犯
罪
防
止
に
取
り

組
む
こ
と
を
確
認
し
た
。


日
に
は
、
秦
野
警
察
署

の
防
犯
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
に
協

さ
ん
か
ら
鎌
の
使

い
方
を
教
わ
り
、

地
元
農
家
ら

人

の
サ
ポ
ー
ト
を
受

け
な
が
ら
稲
を
刈

り
取
っ
た
。
収
穫

後
は
稲
を
束
ね
る

作
業
に
も
挑
戦

し
、
は
ざ
か
け
も
行
っ
た
。

収
穫
し
た
米
は
、
児
童
が

給
食
で
食
べ
る
他
、
弁
当
に

調
理
し
て
地
域
の
一
人
暮
ら

し
の
高
齢
者
へ
の
配
食
サ
ー

ビ
ス
に
活
用
す
る
。
食
農
教

育
と
地
域
福
祉
を
一
体
的
に

進
め
る
取
り
組
み
だ
。

地
区
社
会
福
祉
協
議
会
と
連

携
し
て
取
り
組
む
「
あ
ず
ま

の
里･

稲
づ
く
り
体
験
教
室｣

の
一
環
。
児
童
約

人
が
、

６
月
に
植
え
た
稲
を
収
穫
し

た
。児

童
は
、
世
話
人
を
務
め

る
大
津
俊
彦
さ
ん
と
大
津
博

米
は
高
齢
者

福
祉
に
活
用

児
童
は
ざ
か
け
も

市
立
東
小
学
校
の
５
年
生

が
６
日
、
東
田
原
の
田
ん
ぼ

で
稲
刈
り
を
体
験
し
た
。
東

ー
ト
を
受
け
な
が
ら
稲
刈
り

を
満
喫
。
は
ざ
か
け
も
体
験

し
た
。
そ
の
後
、
新
米
３
㌔

と
秦
野
産
の
野
菜
を
土
産
と

し
て
持
ち
帰
っ
た
。

が
、
稲
刈
り
に
向
け
て
同
会

が
準
備
を
進
め
て
き
た
。


組

人
の
親
子
が
、
同

会
メ
ン
バ
ー
の
農
家
か
ら
鎌

の
使
い
方
を
教
わ
り
、
サ
ポ

協
力
で
２
０
１
６
年
か
ら
田

植
え
体
験
を
実
施
し
て
き

た
。
今
年
は
稲
刈
り
も
初
め

て
企
画
。
田
植
え
は
台
風
で

中
止
に
な
っ
て
し
ま
っ
た

り
体
験
を
受
け
入
れ
た
。
同

社
が
開
く
「
小
田
急
親
子
ゼ

ミ
自
然
編
」
と
し
て
、
小
学

生
と
そ
の
親
を
対
象
に
し
た

も
の
。

同
社
は
、
小
田
急
線
沿
線

で
自
然
を
身
近
に
感
じ
な
が

ら
農
業
や
食
の
大
切
さ
を
学

ん
で
も
ら
お
う
と
、
同
会
の

小
田
急
が

親
子
ゼ
ミ

里
山
保
全
会
受
け
入
れ

蓑
毛
の
農
家
ら
で
構
成
す

る
団
体
「
蓑
毛
里
地
里
山
保

全
地
域
を
守
る
会｣

が
８
日


小
田
急
電
鉄
㈱
主
催
の
稲
刈

茶
摘
ん
で

農
学
ぼ
う

本
町
小
５
年
生

市
立
本
町
小
学
校
の
５
年

生

人
は
９
月

日
、
菩
提

の
わ
さ
び
や
茶
園
で
、
茶
の

摘
み
取
り
を
体
験
し
た
。
協

力
し
た
同
園
の
山
口
勇
さ
ん

の
指
導
で
作
業
。
市
内
の
農

業
や
特
産
品
へ
の
理
解
を
深

め
た
。

山
口
さ
ん
は
児
童
に
、
茶

の
発
酵
の
状
態
に
よ
っ
て
３

種
類
の
茶
が
製
造
で
き
る
こ

と
や
、
同
園
で
は
８
品
種
の

茶
を
生
産
し
て
い
る
こ
と
を

説
明
。
そ
の
後
、
茶
の
芯
芽

と
そ
の
下
の
葉
２
枚
を
合
わ

せ
た
「
一
芯
二
葉
」
で
摘
む

こ
と
を
伝
え
た
。

児
童
は
、
収
穫
に
適
し
た

芽
を
確
認
し
な
が
ら
、
丁
寧

に
茶
葉
を
摘
み
取
っ
た
。
茶

葉
は
、
学
校
で
発
酵

さ
せ
た
り
も
ん
だ
り

し
て
紅
茶
に
加
工


試
飲
し
て
食
と
農
の

つ
な
が
り
を
体
感
し

た
。山

口
さ
ん
は
「
児

童
が
自
ら
茶
を
学
ぼ

う
と
考
え
て
く
れ
て

う
れ
し
い
。
農
業
へ

の
関
心
を
高
め
、
い

ず
れ
市
内
の
農
業
の

担
い
手
に
成
長
し
て

く
れ
た
ら
」
と
期
待

を
寄
せ
た
。

女
性
部
は
、
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
を
積

極
的
に
活
用
。
目
的
別
趣
味
グ
ル
ー

プ
が
「
ぴ
ー
な
マ
ン
体
操
」
「
や
え

の
ち
ゃ
ん
音
頭
」
を
製
作
し
た
他
、

行
事
で
は
イ
ラ
ス
ト
の
入
っ
た
Ｔ
シ

ャ
ツ
や
浴
衣
を
着
る
な
ど
、
キ
ャ
ラ

ク
タ
ー
を
通
し
て
部
の
活
動
の
Ｐ
Ｒ

に
も
つ
な
げ
て
い
る
。

や
え
の
ち
ゃ
ん
と
ぴ
ー
な
マ
ン

は
、
２
０
１
６
年
に
Ｊ
Ａ
は
だ
の
の

キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
と
し
て
デ
ビ
ュ
ー
し

た
同
部
は
い
ち
早
く
活
用
を
考
え



年

月
に
「
ぴ
ー
な
マ
ン
体
操
」

を
、

年
１
月
に
「
や
え
の
ち
ゃ
ん

音
頭
」
を
発
表
。
各
種
行
事
や
地
域

の
イ
ベ
ン
ト
で
も
活
用
し
、
今
で
は

同
部
の
活
動

に
欠
か
せ
な

い
も
の
と
な

っ
て
い
る
。

オ
リ
ジ
ナ

ル
Ｔ
シ
ャ
ツ

や
浴
衣
も
、

部
員
の
一
体

感
を
生
ん
で

い
る
。
運
動

会
で
は
、
支

部
ご
と
に
色

を
そ
ろ
え
て

チ
ー
ム
カ
ラ

ー

と

す

る

他
、
秦
野
た

ば
こ
祭
の
音

頭
パ
レ
ー
ド

で
は
、
鮮
や

か
な
色
の
浴

衣
が
、
多
く

の
市
民
の
目

を
楽
し
ま
せ

た
。同

部
は
、

女
性
部
総
会

の

記

念

品

や
、
ポ
イ
ン
ト
カ
ー
ド
制
度
の
プ
レ

ゼ
ン
ト
に
も
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
の
グ
ッ

ズ
を
製
作
。
部
員
の
積
極
的
な
活
動

へ
の
参
加
を
促
す
た
め
に
も
、
キ
ャ

ラ
ク
タ
ー
を
活
用
し
て
い
る
。

〝
二
人
〟
は
、
市
内
で
開
か
れ
る

さ
ま
ざ
ま
な
イ
ベ
ン
ト
に
参
加
し
て

い
る
。
Ｊ
Ａ
の
祭
り
や
行
事
は
も
ち

ろ
ん
、
市
の
イ
ベ
ン
ト
や
、
市
内
の

幼
稚
園
な
ど
か
ら
も
招
待
を
受
け
、

地
域
で
Ｊ
Ａ
を
広
く
Ｐ
Ｒ
し
て
い

る
。コ

ロ
ナ
禍
で
、
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
が

来
場
者
と
触
れ
合
え
る
場
が
少
な
く

な
っ
て
い
た
が
、
多
く
の
イ
ベ
ン
ト

が
復
活
し
た
こ
と
で
、
活
躍
の
場
が

広
が
っ
て
き
た
。

今
年
１
月
に
は
、
市
立
南
幼
稚
園

の
園
児
か
ら
の
「
や
え
の
ち
ゃ
ん
と

ぴ
ー
な
マ
ン
に
会
い
た
い
」
と
い
う

要
望
を
受
け
、
園
を
訪
問
。
女
性
部

員
や
園
児
と
一
緒
に
「
ぴ
ー
な
マ
ン

体
操
」
で
体
を
動
か
し
、
交
流
を
深

め
た
。
Ｊ
Ａ
の
祭
り
も
再
開
し
、
７

月
は
夏
ま
つ
り
に
登
場
し
て
会
場
を

盛
り
上
げ
た
。

今
後
は
、

月
３
日
（
金
）
の
秦

野
市
市
民
の
日
消
防
パ
レ
ー
ド
に
ぴ

ー
な
マ
ン
が
参
加
す
る
他
、

月


日
（
土
）
の
Ｊ
Ａ
は
だ
の
農
業
ま
つ

り
で
女
性
部
が
発
表
す
る
「
や
え
の

ち
ゃ
ん
音
頭
」｢

ぴ
ー
な
マ
ン
体
操｣

の
ス
テ
ー
ジ
に
も
登
場
す
る
。

「やえのちゃん」と「ぴーなマン」が、地域

のイベントに登場し、ＪＡはだののキャラクタ

ーとして定着している。キャラクターをモチー

フにした活動が広がり、女性部が体操や音頭、

Ｔシャツなどに活用する他、各種まつりではベ

ビーカステラ「ぴーなマン焼き」を販売。幅広

い世代に親しまれながら、秦野の農業やＪＡの

取り組みをＰＲしている。

ぴーなマンをかたどったベビー

カステラ「ぴーなマン焼き」も各

イベントで人気だ。もちもちした

食感で、ほどよい甘さが特徴。子

どもから大人まで、おいしく食べ

られる味に仕上げている。

「ぴーなマン焼き｣は

当初は協同組合フェスタ

や農業まつりだけで販売

していたが、現在は支所

のイベントなど活用の場

が広がっている。女性部

の｢フレッシュミズ講座｣

でもカリキュラムの一つ

として焼く体験を用意

し、多くの人に親しまれ

ている。

今年は、月３日(金)

にメタックス体育館はだ

の（総合体育館）前で開く協同組

合フェスタや、同日（土）日

（日）の農業まつりでも販売する

予定だ。ぜひ来場を。

夏まつりに登場したぴーなマンとやえのちゃん

やえのちゃん ぴーなマン

秦
野
の
農
業
や
Ｊ
Ａ
を
Ｐ
Ｒ

市
内
イ
ベ
ン
ト
に

参
加
し
て
大
活
躍

女性部に愛され
体操･音頭を考案
Ｔシャツ･浴衣も

オ
リ
ジ
ナ
ル
Ｔ
シ
ャ
ツ
を
着
て
音
頭
を
踊
る
部
員
ら

ぴーなマン焼き

ベ
ビ
ー
カ
ス
テ
ラ
が
人
気

もちもち食感が楽しめるぴーなマン焼き

鶴
巻
の
―
加
藤

か

と

う

嘉
光

よ

し

み

つ

さ
ん(

61)

№483平
沢
で
食
事
処
「
釜
め

し
・
炭
火
串
焼
・
う
ま
い

処

華
も
ん
」
を
営
む
加

藤
嘉
光
さ
ん
は
、
自
分
の

店
を
経
営
す
る
夢
を
２
０

０
３
年
に
か
な
え
、
今
月

で

周
年
を
迎
え
た
。
今

で
は
「
華
も
ん
の
味
」
を

求
め
る
客
層
は
広
く
、
親

子
３
世
代
で
訪
れ
る
利
用

客
も
多
い
。



お
薦
め
メ
ニ
ュ
ー

は
？今

の
時
期
は
、
キ
ノ
コ

や
栗
な
ど
旬
の
食
材
を
取

り
入
れ
た
釜
め
し
で
す
。

毎
年
心
待
ち
に
し
て
く
だ

さ
っ
て
い
る
お
客
さ
ま
も

い
ら
っ
し
ゃ
い
ま
す
。
季

節
限
定
の
人
気
メ
ニ
ュ
ー

で
す
の
で
、
ぜ
ひ
味
わ
い

に
い
ら
し
て
く
だ
さ
い
。



店
内
の
こ
だ
わ
り

は
？テ

ー
ブ
ル
や
柱
は
、
県

内
各
地
か
ら
集
め
た
由
緒

あ
る
木
材
を
活
用
し
て
い

ま
す
。
ま
た
、
串
焼
き
で

あ
り
が
ち
な
店
内
に
煙
が

こ
も
っ
て
し
ま
う
こ
と
が

な
い
よ
う
に
、
大
き
な
換

気
設
備
を
設
置
し
「
服
や

髪
に
臭
い
が
付
き
に
く

い
」
と
女
性
の
お
客
さ
ま

か
ら
も
好
評
で
す
。



コ
ロ
ナ
禍
で
の
取

り
組
み
は
？

当
時
は
来
店
客
数
が
激

減
し
、
不
安
を
抱
え
な
が

ら
も
、
テ
イ
ク
ア
ウ
ト
の

割
引
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
実
施

や
「
頑
張
っ
て
ね
」
と
頻

繁
に
ご
利
用
く
だ
さ
っ
た

お
客
さ
ま
、
勤
務
時
間
の

減
少
に
協
力
し
て
く
れ
た

ス
タ
ッ
フ
の
お
か
げ
で
乗

り
切
る
こ
と
が
で
き
ま
し

た
。


今
後
の
展
望
は
？


周
年
を
迎
え
ら
れ
た

の
は
、
こ
れ
ま
で
永
年
ご

愛
顧
い
た
だ
い
て
い
る
お

客
さ
ま
と
日
頃
頑
張
っ
て

く
れ
て
い
る
ス
タ
ッ
フ
の

お
か
げ
で
す
。
こ
れ
か
ら

も
お
客
さ
ま
に
「
ま
た
来

た
い
」
と
思
っ
て
い
た
だ

け
る
店
づ
く
り
を
し
て
い

き
た
い
で
す
。

コロナ乗り越え周年

農
家
の
サ
ポ
ー
ト
で
稲
刈
り
を
す
る
児
童

地元農家の指導で稲を束ね
る児童

タ
マ
ネ
ギ
ペ
ー
ス
ト
の
開
発
に
携
わ
っ

た
Ｊ
Ａ
担
当
者
㊥
ら

サ
ツ
マ
イ
モ
を
収
穫
す
る
参
加
者
ら

山
口
さ
ん
㊨
の
指
導
で
茶
を
摘
み
取
る

児
童 来

店
者
に
感
謝
を
伝
え
た

じ
ば
さ
ん
ず
を
訪
れ
た
防
犯
キ

ャ
ン
ペ
ー
ン
の
参
加
者

農
家
サ
ポ
ー
ト

稲
刈
り
体
験

サツマイモ収穫

農
へ
の
理
解
を
深
め

大
根
支
所

運

営

委

准
組
合
員
楽
し
む

無
選
別
タ
マ
ネ
ギ

ペ
ー
ス
ト
を
作
る

中
学
校
の
給
食
に
提
供

Ｊ Ａ は だ の 年(令和５年)月日(木曜日) （）第号 総　合（）
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儰
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儰
儰
儰
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儰
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儰儰儰儰儰儰儰儰儰儰儰儰儰儰儰儰儰儰儰儰儰儰儰儰儰

環
境
課
☎

－
６
０
３
７
、

ま
た
は
市
消
防
署
消
防
管
理

課
☎

－
７
９
９
１
ま
で
。

は
確
実
な
消
火
を
お
願
い
し

ま
す
。

お
問
い
合
わ
せ
は
市
生
活

野
焼
き
は
秦
野
市
火
災
予

防
条
例
第

条
の
規
定
に
該

当
す
る
た
め
、
実
施
す
る
３

日
前
ま
で
に
、
最
寄
り
の
消

防
署
ま
た
は
分
署
に
届
出
を

し
て
く
だ
さ
い
。
消
火
用
具

を
必
ず
用
意
し
、
焼
却
中
は

火
元
か
ら
離
れ
ず
、
終
了
後

相
談
が
、
市
に
多
く
寄
せ
ら

れ
て
い
ま
す
。
特
に
住
宅
地

付
近
で
の
野
焼
き
は
、
近
隣

住
民
へ
の
影
響
が
大
き
い
た

め
、
細
心
の
注
意
が
必
要
で

す
。
一
度
に
燃
や
す
量
、
時

間
帯
、
風
向
き
な
ど
を
考
慮

し
て
く
だ
さ
い
。

濯
物
に
臭
い
が
付
く
」
「
煙

で
喉
が
痛
い
」
「
窓
が
開
け

ら
れ
な
い
」
な
ど
の
苦
情
や

最
近
は
、
リ
モ
ー
ト
ワ
ー

ク
の
普
及
で
在
宅
時
間
が
長

く
な
っ
た
こ
と
も
あ
り
「
洗

灰
類
な
ど
は
据
え
置
き
で

す
。生

産
組
合
や
部
会
の
予
約

注
文
書
に
よ
る
共
同
購
入
を

ご
利
用
い
た
だ
く
と
、
よ
り

安
価
と
な
り
ま
す
の
で
、
ご

検
討
く
だ
さ
い
。

お
問
い
合
わ
せ
は
Ｊ
Ａ
グ

リ
ー
ン
は
だ
の
ま
で
。
☎


―
７
７
１
９

野
焼
き
の
際
は

注
意･

配
慮
を

屋
外
で
の
焼
却(

野
焼
き)

は｢

神
奈
川
県
生
活
環
境
の

保
全
等
に
関
す
る
条
例｣

で

禁
止
さ
れ
て
い
ま
す

た
だ

し

農
林
業
者
が
行
う
野
焼

き
は
自
己
の
農
業･

林
業
の

作
業
に
伴
い
行
う
焼
却
で


軽
微
な
も
の
に
限
り

例
外

で
認
め
ら
れ
て
い
ま
す


午
前

時
～
午
後
４
時

◎
場
所

本
所
農
業
団
地

セ
ン
タ
ー
２
階

調
理
実
習

室
◎
内
容

午
前
は
県
農
業

技
術
セ
ン
タ
ー
の
職
員
が
、

農
産
加
工
品
の
食
品
表
示
の

注
意
点
に
つ
い
て
の
講
義
を

行
い
ま
す
。
午
後
は
、
個
別

の
相
談
を
お
受
け
し
ま
す
。

お
問
い
合
わ
せ
は
生
活
福

祉
課
ま
で
。
☎

－
７
６
６

１
肥
料
の
価
格
変
更


月
１
日
（
水
）
か
ら
、

肥
料
の
価
格
を
変
更
し
ま

す
。
６
月
の
価
格
改
定
に
続

き
、
化
成
肥
料
や
配
合
肥
料

を
値
下
げ
し
、
有
機
肥
料
で

あ
る
菜
種
粕
（
か
す
）
・
魚

荒
粕
は
値
上
げ
し
ま
す
。
石

◎
内
容

じ
ば
さ
ん
ず
の

野
菜
・
果
物
即
売
、
し
ょ
う

ゆ
フ
ラ
ン
ク
・
焼
き
そ
ば
・

ぴ
ー
な
マ
ン
焼
き
販
売
、
足

柄
茶
業
セ
ン
タ
ー
の
足
柄
茶

販
売
、
生
活
協
同
組
合
パ
ル

シ
ス
テ
ム
神
奈
川
・
ユ
ー
コ

ー
プ
の
商
品
Ｐ
Ｒ
、
韓
国
農

協
の
キ
ム
チ
販
売
な
ど
。

お
問
い
合
わ
せ
は
企
画
課

ま
で
。
☎

－
７
８
４
４

加
工
相
談
会
を
開
催

農
産
加
工
品
を
テ
ー
マ
に

し
た
相
談
会
で
す
。
ど
な
た

で
も
お
気
軽
に
ご
参
加
く
だ

さ
い
。

◎
日
時


月

日(

金)

市
民
の
日
は
協
同

組
合
フ
ェ
ス
タ
へ

Ｊ
Ａ
は
だ
の
は
、
秦
野
市

市
民
の
日
の
会
場
内
で
「
協

同
組
合
フ
ェ
ス
タ
」
を
開
き

ま
す
。
旬
の
農
産
物
の
即
売

や
、
祭
り
な
ら
で
は
の
模
擬

店
を
出
店
す
る
他
、
事
業
連

携
す
る
生
活
協
同
組
合
の
ブ

ー
ス
も
設
置
し
ま
す
。
皆
さ

ま
お
誘
い
合
わ
せ
の
上
、
ぜ

ひ
ご
来
場
く
だ
さ
い
。

◎
日
時


月
３
日(

金)

午
前

時
～
午
後
３
時

◎
場
所

メ
タ
ッ
ク
ス
体

育
館
は
だ
の(

総
合
体
育
館)

正
面
プ
ロ
ム
ナ
ー
ド

タ
ー
３
階
Ｏ
Ａ
会
議
室
へ
引

き
取
り
に
来
て
く
だ
さ
い
。

▽
優
秀
賞
受
賞
の
各
類
最

上
位
者
（
６
人
）
に
は
、
高

品
質
な
農
産
物
で
あ
る
こ
と

を
Ｐ
Ｒ
し
て
も
ら
う
た
め
、

直
売
所
な
ど
へ
の
出
荷
の
際

に
貼
る
シ
ー
ル
を
お
渡
し
し

ま
す
。

▽
規
格
表
は
、
左
の
Ｑ
Ｒ

コ
ー
ド
を
読
み
取
り
、
市
の

ウ
ェ
ブ
ペ
ー
ジ
内
か
ら
確
認

し
て
く
だ
さ

い
。お

問
い
合

わ
せ
は
市
農

業
振
興
課
ま
で
。
☎

－
９

６
２
６

は
、

月
９
日
（
木
）
以
降

に
、
営
農
販
売
課
各
支
所


市
農
業
振
興
課
で
受
け
取
れ

ま
す
。

▽
出
品
物
に
は
、
必
ず
出

品
票
を
付
け
て
く
だ
さ
い
。

▽
搬
入
は
、

月

日(

金)

午
前
８
時

分
ま
で
に
最
寄

り
の
支
所
へ
、
ま
た
は
同


時

分
ま
で
に
会
場
に
搬
入

し
て
く
だ
さ
い
。

▽
加
工
品
は
、

月

日

（
土
）
午
後
２
時
～
同
４
時

の
間
に
本
所
農
業
団
地
セ
ン

▽
表
彰
式


月

日

（
日
）
午
前

時

分
～

▽
即
売


月

日(

日)

午
後
１
時
～

◎
出
品

▽
出
品
物
は
、
市
内
の
農

業
者
が
自
ら
生
産
し
た
農
産

物
ま
た
は
加
工
品
で
、
同
一

生
産
者
か
ら
の
出
品
は
、
１

品
目
に
つ
き
１
点
と
し
ま

す
。
た
だ
し
、
品
種
が
異
な

れ
ば
こ
の
限
り
で
は
あ
り
ま

せ
ん
。

▽
出
品
票
と
指
定
の
箱

農
産
物
の
生
産
意
欲
と
栽

培
技
術
の
向
上
、
優
良
品
種

の
普
及
を
目
的
に
、
秦
野
市

農
産
物
品
評
会
を
開
催
し
ま

す
。◎

開
催
期
間


月

日

（
金
）
～

日
（
日
）

◎
会
場

本
所
農
業
団
地

セ
ン
タ
ー

◎
日
程

▽
搬
入


月

日(

金)

午
前
８
時

分
～
同

時


分
▽
審
査


月

日(

金)

午
後
１
時
～

▽
一
般
公
開


月

日

（
土
）
午
前
９
時
～
午
後
３

時

が
、
９
月
ご
ろ
に
、
成
長
し
た
つ
る
か
ら
石

の
よ
う
な
形
と
質
感
の
芋
が
実
っ
て
い
る
こ

と
に
気
付
い
た
。
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
な
ど
で

調
べ
て
み
る
と
、
東
南
ア
ジ
ア
が
原
産
と
い

わ
れ
て
い
る
ヤ
マ
ノ
イ
モ
科
の
植
物
で
宇

宙
芋
〟
と
呼
ば
れ
て
い
る
も
の
だ
と
分
か
っ

た
。

実
が
な
り
た
て
の
頃
は
、
丸

く
小
さ
な
む
か
ご
状
だ
が
、
成

長
す
る
に
連
れ
て
大
き
く
ご
つ

ご
つ
と
し
た
形
状
に
な
っ
て
い

く
の
が
特
徴
だ
。

久
保
寺
さ
ん
は
「
隕
石
の
よ

う
な
芋
が
実
っ
て
い
て
驚
い

た
。
調
理
方
法
を
調
べ
て
い
る

の
で
、
ど
ん
な
味
が
す
る
の
か

食
べ
る
の
を
楽
し
み
に
し
て
い

る
」
と
笑
顔
で
話
し
た
。

戸
川
の
久
保
寺
公
正
さ
ん
の
畑
に
、
隕
石

（
い
ん
せ
き
）
の
よ
う
な
形
を
し
た
芋
が
た

く
さ
ん
実
っ
た
。
久
保
寺
さ
ん
は
昨
年

月

に
友
人
か
ら
種
芋
を
も
ら
い
、
４
月
に
畑
に

植
え
た
と
こ
ろ
、
５
月
に
芽
が
出
て
い
る
の

を
確
認
し
た
。

そ
の
後
、
し
ば
ら
く
気
に
留
め
ず
に
い
た

【月のイベント】

☆｢豚肉加工商品の日｣３日(金)

㈱フリーデンが国産豚を使用

したお得な商品を販売しま

す。

☆「ユースマルシェ」４日(土)

青年部の若手農家が、新鮮な

野菜を対面販売します。

☆「旬の果物・野菜フェア」５

日(日)日(土)日(日)

旬の果物や野菜にスポットを

当て、店舗外の特設コーナー

で販売します。

☆「おすすめ商品特売」７日

(火)日(火)日(火)

産地間提携を結ぶＪＡの商品

など、お薦めの品を特別価格

で販売します。

☆｢周年祭｣日(土)日(日)

おかげさまで開店周年！全

国の産地自慢の加工品・農産

物を限定で販売します。さら

に、2000円以上お買い上げで

秦野産の野菜や花などをプレ

ゼントします。

☆「農業まつり」日(土)

日(日)

店舗外のブースに揚げたてコ

ロッケの模擬店を出します。

店内もたくさん品物が並びま

すので、ぜひお立ち寄りくだ

さい。

☆「たまごの日」毎週月、金曜

日

店頭価格から％引き。「み

くるべたまご」は除きます。

☆「米の日」毎週水曜日

店頭価格から％引き。

☆「肉の日」毎週木曜日と日

店頭価格から５％引き。

【 のイベント】

☆「ポイント２倍デー」３日

(金)日(月)日(木)

サン（３）ズジェラートの日

は、ジェラート１個ご購入で

スタンプカードに二つ押印し

ます。

☆「お得なパンセット」８日

(水)日(土)日(火)

８の付く日はパンセットの

日。クロワッサンなどのパン

商品を５個300円で販売しま

す。組み合わせはお好みで選

べます。

☆「ワンスプーンサービス」

雨の日は、ジェラート購入で

お好きな味をスプーン１杯分

お付けします。

◎月日（火)は定休日です

◎冬期間（月～翌年２月）の

営業時間は、午前９時～午後

５時です。

※準備の都合上、イベントが変

更になることがありますの

で、ご了承ください。

出荷品目
サツマイモや

サトイモなど年

間約品目、梅

干しなど加工品約品目

栽培期間中は農薬を使わ

ず、安全・安心な野菜を出荷

しています。サツマイモ「川

越金時」は、ほくほく食感と

上品な甘味が特徴で、焼き芋

やスイートポテトなどにお薦

めです。自家産の梅やブルー

ベリーなどを使って、ジャム

やエキスなどの加工品も作っ

ています。

儴儰儰儰儰儰儰儰儰儰

儴
儰
儰
儰

儴儰儰儰儰儰儰儰儰儰

儴
儰
儰
儰

渋沢の 諸星
も ろ ほ し

俊雄
と し お



自
慢
の
農
産
物
の
出
品
を

秦
野
市
農
産
物
品
評
会

隕石のような芋実る
戸川の久保寺公正さん

宇
宙
芋
の
成
長
を
確
か
め
る
久
保
寺
さ
ん

Ｊ Ａ は だ の第号 地域･情報 年(令和５年)月日(木曜日) （）
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お
い
し
さ
に
定
評
の
あ
る
大

原
千
鶴
さ
ん
初
の
卵
料
理

本
。
料
亭
レ
ベ
ル
の
味
が
再

現
で
き
る
基
本
料
理
は
も
ち

ろ
ん
の
こ
と
、
京
都
風
の
味

付
け
や
洋
食
エ
ス
ニ
ッ
ク


韓
国
風
な
ど
の
珍
し
い
卵
料

理
も
盛
り
だ
く
さ
ん
。

定
価
１
６
５
０
円
（
税
込

み
）

大
原
千
鶴
の

と
び
き
り
お
い
し
い

卵
料
理

大
原
千
鶴

著

こ
つ
の
分
か
り
や
す
さ
と

レ
ン
ダ
ー
の
他
、
春
と
秋
の

農
作
業
安
全
確
認
運
動
の
看

板
に
掲
載
す
る
。
今
年
の
特

選
標
語
は
上
の
３
点
。

募
集
。
今
年
は

人
か
ら
２

１
３
点
の
応
募
が
あ
っ
た
。

入
選
し
た
作
品
は
、
来
年
の

Ｊ
Ａ
は
だ
の
オ
リ
ジ
ナ
ル
カ

の
入
選
作
品
が
決
ま
っ
た
。

農
作
業
の
安
全
意
識
の
高

揚
と
、
農
業
労
災
保
険
加
入

を
促
進
す
る
こ
と
を
目
的
に

秋
期
農
作
業
安
全
確
認
運

動
の
一
環
と
し
て
、
７
月
に

機
関
紙
「
Ｊ
Ａ
は
だ
の
」
で

募
集
し
た
農
作
業
安
全
標
語

に
関
す
る
規
程
の
改
正
に
つ

い
て

つ
り
の
開
催
に
つ
い
て

▽
非
課
税
上
場
株
式
等
管

理
お
よ
び
非
課
税
累
積
投
資

▽
職
制
規
程
の
改
正
に
つ

い
て▽

２
０
２
３
年
度
農
業
ま

つ
い
て

▽
Ｍ
Ｒ
Ｆ
（
マ
ネ
ー
・
リ

ザ
ー
ブ
・
フ
ァ
ン
ド
）
累
積

投
資

規
程
の
新
設

に
つ
い

て
▽
余
裕
金
運
用
事
務
取
扱

要
領
の
廃
止
に
つ
い
て

【

月
理
事
会
】

▽
「
内
部
統
制
シ
ス
テ
ム

基
本
方
針
」
の
改
正
に
つ
い

て
▽
半
期
開
示
内
容
（
デ
ィ

ス
ク
ロ
ー
ジ
ャ
ー
）
に
つ
い

て

９
月

日
、

月

日
に

理
事
会
を
開
催
し
、
次
の
こ

と
を
審
議
し
ま
し
た
。

【
９
月
理
事
会
】

▽
当
組
合
に
お
け
る
取
引

の
リ
ス
ク
評
価
書
（
特
定
事

業
者
作
成
書
面
等
）
の
改
正

に
つ
い
て

▽
２
０
２
３
年
度
上
半
期

事
業
報
告
に
つ
い
て

▽
組
合
員
教
育
対
策
委
員

会
へ
の
諮
問
に
つ
い
て

▽
農
業
機
械
受
委
託
利
用

規
程
ほ
か
６
規
程
の
廃
止
に

お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま

す
。
末
永
く
お
元
気
で
お
過

ご
し
く
だ
さ
い
。


歳(

米
寿)

▽
東
地
区
＝
武
ア
サ
子

（
寺
山
）

▽
南
地
区
＝
加
藤
ヤ
ス
子

（
室
町
）


歳(

喜
寿)

▽
東
地
区
＝
小
森
谷
君
江

（
西
田
原
）

▽
南
地
区
＝
遠
藤
美
恵
子

（
尾
尻
）

▽
西
地
区
＝
吉
田
正
敏

（
渋
沢
）

※
自
己
申
告
で
す
の
で
、

該
当
の
方
は
誕
生
月
の
前
月

末
ま
で
に
各
支
所
・
支
店
に

申
請
書
の
提
出
を
お
願
い
し

ま
す
。
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儴
儰
儰
儰
儰
儰
儰
儰
儰
儰
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儰
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儰
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儰

儴儰儰儰

儴
儰
儰
儰
儰
儰
儰
儰
儰
儰
儰
儰

〈
俳
句
〉
（
酒
井

敏
光

選
）

松
手
入
れ
猫
の
秘
め
た
る
足
の
音

菊
池
と
し
え
（
菩

提
）

一
幅
の
絵
と
も
な
り
た
る
松
手
入
れ

志
賀

明
子
（
千

村
）

風
呂
敷
の
結
び
目
し
か
と
新
走
り

櫻
庭

義
昭
（
室

町
）

升
の
角
舐
め
て
檜
の
香
や
新
走
り

植
田

忠
克
（
尾

尻
）

広
が
れ
る
空
を
刈
り
込
む
松
手
入
れ

石
原

松
枝
（
渋

沢
）

故
郷
の
山
に
乾
杯
今
年
酒石

田

陽
子
（
ひ
ば
り
ケ
丘
）

筆
塚
に
香
を
手
向
け
て
松
手
入
れ

柳
川
み
ち
子
（
栄

町
）

八
十
夫
の
己
が
育
む
松
手
入
れ佐

藤
英
美
子
（
南
矢
名
）

凭
り
か
か
る
孫
の
ぬ
く
も
り
初
時
雨

森
高

由
子
（
渋

沢
）

音
色
み
な
空
へ
抜
け
行
く
今
朝
の
秋

高
島
美
和
子
（
名
古
木
）

松
手
入
れ
い
よ
よ
美
麗
と
な
る
雄
松

吉
田

清
美
（
渋

沢
）

利
き
酒
や
ゆ
ら
り
と
傾
ぐ
床
柱

選
者

〈
短
歌
〉
（
久
保
寺

富
男

選
）

か
け
が
え
の
な
き
星
一
つ
胸
に
あ
れ
ば

明
日
あ
る
こ
と
を
信
じ
て
ね
む
る

大
木
か
ず
ひ
ろ
（
名
古
木
）

評

抽
象
的
で
あ
る
が
、
ほ
の
か
な
情
感
を
感
じ

さ
せ
る
。
原
作
で
は
セ
ン
テ
ン
ス
が
完
結
し

て
い
な
い
の
で
添
削
し
た
。

熊
楠
の
偉
業
に
触
れ
て
こ
の
旅
を

終
わ
ら
む
車
窓
に
紀
伊
の
海
ひ
か
る

細
田

富
士
（
千

村
）

評

作
者
は
原
作
と
比
較
さ
れ
た
い
。

五
月
雨
の
天
竜
に
別
れ
の
ぼ
り
き
て

秋
葉
の
社
に
静
か
ぬ
か
ず
く

安
居
院
輝
雄
（
上
大
槻
）

隙
あ
ら
ば
庭
い
ち
め
ん
に
蔓
伸
ば
し

琉
球
朝
顔
は
ゾ
ン
ビ
お
も
わ
す八

木

実
（
鶴
巻
北
）

ゆ
ず
の
葉
に
ど
こ
か
ら
来
た
か
白
き
花

抹
茶
ア
イ
ス
と
ほ
ほ
え
む
我
あ
り

石
田
こ
ず
ゑ
（
水
神
町
）

妻
ゆ
き
て
後
顧
の
憂
え
失
せ
た
れ
ば

い
つ
で
も
死
ね
る
と
ひ
そ
か
思
ひ
い
ぬ

選
者

※
選
者
に
よ
る
添
削
あ
り

■材料（４人分）■

青パパイヤ140㌘ニンジン

100㌘卵２個プレーンヨー

グルト大さじ２マヨネーズ

大さじ２塩･こしょう適量

＜作り方＞

①青パパイヤは千切りにして、水に10分ほど漬

けておく。ニンジンも千切りにする。

②卵は水からゆでる。沸騰したら中火で10分ゆ

で、取り出したら水に入れて殻をむく。

③卵をゆでた熱湯で①をさっとゆで、ざるにあ

げて冷めたら水気を絞る。

④粗くつぶしたゆで卵とヨーグルト、マヨネー

ズを混ぜ、③とあえる。

⑤塩・こしょうで味を調える。

＜ひとことアドバイス＞

ソースの半分をヨーグルトにすることで、カ

ロリーを控えめにしました。

北支部 桐山
き り や ま

ひろ子
こ

さん

入
選
標
語
３
作
品
決
ま
る

農
作
業
安
全
と
労
災
加
入
促
進

組
合
員
訪
問
日
は
、
毎
月

、

日
に
組

合
員
宅
を
訪
問
し
、
機
関
紙｢

Ｊ
Ａ
は
だ
の｣

を
配
布
す
る
と
と
も
に
、
組
合
員
と
職
員
が

コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を
深
め
る
中
で
、
意

見
・
要
望
の
把
握
に
努
め
て
い
ま
す
。
今
年

は

月
を｢

組
合
員
訪
問
日
充
実
強
化
月
間｣

と
位
置
付
け
、
対
話
活
動
を
よ
り
重
視
す
る

月
間
と
し
て
い
ま
す
。
組
合
員
訪
問
日
の
歴

史
や
意
義
に
つ
い
て
再
度
ご
紹
介
し
ま
す
。

Ｊ
Ａ
は
だ
の
は
、
１
９
６
８
年
に
管
内
の

正
・
准
組
合
員
全
世
帯
へ
の
訪
問
活
動
を
始

め
ま
し
た
。
以
来

年
に
わ
た
り
、
毎
月
１

度
も
欠
か
す
こ
と
な
く
組
合
員
訪
問
日
を
実

施
し
て
い
ま
す
。

組
合
員
訪
問
日
は
①
お
互
い
に
知
り
合
お

う
②
お
互
い
に
学
び
合
お
う
③
お
互
い
に
助

け
合
お
う


の
三
つ
の
基
本
目
標
を
設
定

し
て
い
ま
す
。

組
合
員
訪
問
日
の
業
務
は
、
組
合
員
の
意

見
・
要
望
の
受
け
付
け
を
は
じ
め
、
機
関
紙

の
配
布
、
イ
ベ
ン
ト
の
案
内
、
各
種
事
業
に

か
か
る
通
知
な
ど
で
す
。
そ
の
中
で
最
も
重

視
し
て
い
る
の
は
〝
組
合
員
と
の
対
話
〟
で

す
。
そ
の
対
話
の
中
か
ら
、
組
合
員
の
意
見

・
要
望
を
聞
き
取
る
こ
と
で
、
よ
り
良
い
Ｊ

Ａ
づ
く
り
に
つ
な
げ
て
い
ま
す
。

今月は訪問日充実月間今月は訪問日充実月間
年にわたり毎月実施

税務相談日 月日（金）
午前９時分～

法務相談日 月日（月）
午後１時分～

場所 本町支所
予約制ですので、事前にお電話でご予約をお願いし
ます。受け付け順に相談時間が決まります。

ご予約は㈱協同コンサルトはだの

☎－

あ
わ
て
な
い

ゆ
と
り
の
作
業
に

事
故
は
な
し

原

キ
ヨ
子
（
下
大
槻
）

安
心
を

皆
ん
な
で
補
う

農
業
労
災
加
入

林

三
司
（
立
野
台
）

農
薬
は

規
準
を
守
り

安
全
散
布

村
上

志
津
子
（
堀
山
下
）

結婚相談日

月10日（金）

時間 午前９時～正午

事前に電話でご予約をお願いします。
先着４人ですのでお受けできない場合
があります。

ご予約・お問い合わせは組織教育課
☎－7714

Ｊ Ａ は だ の 地域･情報 第号（） 年(令和５年)月日(木曜日)
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か
ら
こ
そ
で
き
る
工
夫
に
つ

い
て
講
義
。
そ
の
後
、
栽
培

し
て
い
る
農
産
物
の
種
類
や

品
種
を
は
じ
め
、
畑
周
辺
が

住
宅
地
で
あ
る
中
で
、
農
業

を
し
て
い
く
た
め
に
配
慮
し

て
い
る
こ
と
に
つ
い
て
説
明

し
た
。

受
講
者
は
、
畑
で
収
穫
し

た
ピ
ー
マ
ン
や
万
願
寺
ト
ウ

ガ
ラ
シ
を
試
食
し
な
が
ら
、

お
い
し
い
農
産
物
の
見
分
け

方
や
食
べ
頃
の
目
安
、
農
家

の
苦
労
な
ど
に
つ
い
て
質
問

し
た
。

三
嶽
氏
は
「
実
際
に
畑
を

見
て
も
ら
う
こ
と
が
、
農
業

理
解
へ
と
つ
な
が
る
。
こ
れ

か
ら
も
都
市
農
業
を
応
援
し

て
も
ら
い
、
一
緒
に
盛
り
上

げ
て
も
ら
え
れ
ば
う
れ
し

い
」
と
笑
顔
で
話
し
た
。

嶽
氏
の
畑
を
訪
問
。
都
市
農

業
の
あ
る
べ
き
姿
や
栽
培
す

る
品
種
な
ど
を
学
ん
だ
。

三
嶽
氏
は
、
都
市
農
業
の

現
状
や
課
題
な
ど
の
他
、
消

費
者
が
身
近
に
い
る
環
境
だ

協
同
組
合
講
座
の
専
修
講

座
を
受
講
す
る

人
は
３

日
、
本
町
で
農
業
を
営
む
三

嶽
英
明
氏
の
、
都
市
農
業
に

関
す
る
講
義
を
受
け
た
。
本

所
で
座
学
を
受
け
た
後
、
三

建
て
、
報
徳
仕
法
の
拠
点
と

し
た
こ
と
や
、
田
畑
や
用
水

路
の
整
備
に
努
め
た
こ
と
な

ど
に
つ
い
て
理
解
を
深
め

た
。参

加
者
の
一
人
は
「
二
宮

尊
徳
は
先
を
見
越
し
た
方
策

で
、
飢
饉
（
き
き
ん
）
に
備

え
て
い
た
こ
と
が
分
か
っ

た
。
報
徳
の
教
え
は
現
在
の

生
活
に
も
学
ぶ
点
が
数
多
く

あ
る
と
感
じ
た｣

と
話
し
た


り
組
む
た
め
、
日
光
神
領
に

赴
任
し
た
二
宮
尊
徳
の
功
績

を
学
習
。
現
在
の
同
館
が
建

つ
場
所
に
「
報
徳
役
所
」
を

し
ら
か
わ
は
、
友
好
Ｊ
Ａ
お

よ
び
災
害
時
相
互
支
援
に
関

す
る
協
定
を
結
ん
で
い
る
。

参
加
者
は
、
地
元
農
産
物
を

使
っ
た
レ
ス
ト
ラ
ン
「
山
ぼ

う
し｣

で
昼
食
を
取
っ
た
後


Ｊ
Ａ
東
西
し
ら
か
わ
の
概
要

や
事
業
内
容
に
つ
い
て
説
明

を
受
け
た
。
そ
の
後
、
肉
用

牛
繁
殖
モ
デ
ル
農
場
で
あ
る

㈱
Ｊ
Ａ
東
西

し
ら
か
わ
グ

リ
ー
ン
フ
ァ

ー

ム

を

見

学
。
種
付
け

か
ら
子
牛
の

生
産
、
販
売

ま
で
携
わ
っ

て
い
る
こ
と

な
ど
を
学
ん

だ
。栃

木
県
の

日
光
市
歴
史

民
俗
資
料
館

・
二
宮
尊
徳

記

念

館

で

は
、
農
村
復

興
事
業
に
取

Ｊ
Ａ
は
だ
の
は

、

の

両
日
、
福
島
県
と
栃
木
県
で

国
内
視
察
研
修
会
を
開
い

た
。
協
同
組
合
講
座
の
修
了

者
と
役
職
員
計

人
が
、
Ｊ

Ａ
東
西
し
ら
か
わ
や
二
宮
尊

徳
記
念
館
を
訪
れ
、
友
好
Ｊ

Ａ
が
取
り
組
む
事
業
や
協
同

の
ル
ー
ツ
を
学
ん
だ
。

Ｊ
Ａ
は
だ
の
と
Ｊ
Ａ
東
西

い
う
見
返
り
主
義
で
は
な
く

「
頑
張
っ
て
報
い
る
」
と
い

う
恩
返
し
の
発
想
で
理
解
す

る
よ
う
呼
び

か
け
た
。

金
次
郎
は

実
践
・
行
動

主
義
者
だ
っ

た

こ

と

か

ら
、
小
学
校

や
Ｊ
Ａ
本
所

玄
関
前
な
ど

に
設
置
さ
れ

て
い
る
金
次

郎
像
が
、
一

歩
を
踏
み
出

し
た
姿
で
表

現
さ
れ
て
い

る
こ
と
が
多

い
こ
と
も
伝

え
た
。

こ
そ
が
協
同
組
合
の
精
神
に

つ
な
が
る
と
解
説
。
報
徳
は

「
頑
張
れ
ば
報
わ
れ
る
」
と

Ｊ
Ａ
は
だ
の
は
９
月


日
、
本
所
で
協
同
組
合
講
座

の
受
講
者
を
対
象
に
、
共
通

講
義
を
開
い
た
。

人
が
、

報
徳
や
二
宮
金
次
郎
の
生
き

方
に
つ
い
て
理
解
を
深
め

た
。二

宮
金
次
郎
の
七
代
目
の

子
孫
で
あ
る
中
桐
万
里
子
氏

が
「
七
代
目
が
語
る
二
宮
金

次
郎
～
一
歩
を
踏
み
出
す
こ

と
の
大
切
さ
～
」
と
題
し
て

講
義
し
た
。
祖
母
か
ら
伝
え

聞
い
た
金
次
郎
の
考
え
方
や

教
え
を
紹
介
。
心
の
目
を
開

い
て
日
常
生
活
を
見
直
し
、

現
実
と
向
き
合
っ
た
上
で
、

一
歩
を
踏
み
出
す
こ
と
の
大

切
さ
を
強
調
し
た
。

さ
ら
に
、
共
に
幸
せ
を
生

産
し
、
増
産
し
て
い
く
こ
と

Ｊ
Ａ
は
だ
の
は
、
組
合
員
教
育
事
業
に
力
を
入
れ
て
い
る
。
協
同
組
合
講
座
や
視
察

研
修
会
を
通
し
て
、
協
同
組
合
や
市
内
の
農
業
に
関
わ
る
取
り
組
み
を
組
合
員
に
学
ん

で
も
ら
お
う
と
企
画
。
協
同
組
合
運
動
の
リ
ー
ダ
ー
と
し
て
、
組
合
員
に
地
域
で
活
躍

し
て
も
ら
う
こ
と
が
狙
い
だ
。


寺
山
の
根
倉
喜
美
江
さ

ん
は
、
落
合
で
農
家
の
長

女
と
し
て
生
ま
れ
育
っ

た
。
中
学
生
の
頃
か
ら
、

搾
っ
た
牛
乳
を
出
荷
場
に

運
ん
だ
り
、
麦
を
俵
に
ま

と
め
た
り
と
、
農
業
を
進

ん
で
手
伝
っ
て
い
た
。


歳
で
結
婚
。
「
嫁
い
で
き

た
か
ら
に
は
、
次
の
代
に

家
を
渡
す
役
目
が
あ
る
」

と
、
３
人
の
子
ど
も
を
育

て
上
げ
た
。

共
働
き
の
長
男
夫
婦
を

支
え
る
た
め
、
孫
の
世
話

も
し
て
き
た
根
倉
さ
ん
。

孫
２
人
と
寝
起
き
を
共
に

し
て
、
幼
稚
園
の
送
り
迎

え
を
し
た
り
、
学
校
の
宿

題
の
面
倒
も
見
た
り
す
る

な
ど
、
近
く
で
成
長
を
支

え
て
き
た
。
孫
育
て
も
ひ

と
段
落
し
、
今
は
「
畑
の

一
区
画
分
の
草
取
り
を
す

る
」
「
次
の
作
物
の
種
を

ま
く
」
な
ど
毎
日
何
か
し

ら
の
目
的
を
作
っ
て
行
動

す
る
こ
と
を
心
が
け
て
い

る
。

約

㌃
の
畑
で
、
ダ
イ

コ
ン
や
ホ
ウ
レ
ン
ソ
ウ
な

ど

品
目
以
上
の
野
菜
を

栽
培
収
穫
し
た
野
菜
は


自
家
消
費
す
る
他
、
孫
が

上
今
川
町
で
開
く
カ
フ
ェ

「
Ｒ
ｏ
ｏ
ｓ
ｔ
（
ル
ー
ス

ト
）
」
の
食
材
と
し
て
提

供
す
る
。
根
倉
さ
ん
が
丹

精
し
て
育
て
た
野
菜
は
、

炒
め
物
や
お
ひ
た
し
、
甘

酢
漬
け
な
ど
季
節
ご
と
の

メ
ニ
ュ
ー
で
振
る
舞
わ

れ
、
来
店
者
か
ら
人
気
を

集
め
る
。

趣
味
は
、
農
作
業
の
合

間
に
花
を
育
て
る
こ
と
。

サ
ン
パ
チ
ェ
ン
ス
や
ざ
る

菊
な
ど
、
季
節
ご
と
に
色

鮮
や
か
な
花
を
咲
か
せ
て

い
る
。
花
は
同
店
の
テ
ー

ブ
ル
に
も
飾
り
、
店
内
に

彩
り
を
添
え
て
い
る
。

根
倉
さ
ん
は
「
家
族
の

絆
が
と
て
も
深
い
。
こ
れ

か
ら
も
毎
日
、
目
的
を
持

ち
な
が
ら
子
や
孫
、
ひ
孫

た
ち
の
た
め
に
で
き
る
限

り
の
こ
と
を
や
っ
て
い
き

た
い
」
と
話
し
た
。

家
族
の
絆
を
大
事
に
深
く寺山の

根倉
ね ぐ ら

喜美江
き み え

さん()

今月の１枚は、月

日に掲載した「サト

イモを食べ切るコツ」

を紹介した投稿よ。

今の季節は、サトイ

モがたくさんお店に並

んでいるね。いつも皮

むきに苦戦しているけ

ど、加熱すると手で簡単にむけ

ることは知らなかったよ

簡単に調理できれ

ば、アレンジも楽しめ

るわよね。サトイモは

寒さと乾燥に弱いか

ら、新聞紙に包んで冷暗所に置

いておけば１カ月保存できるわ

よ。秋の味覚を楽しんでね。

インスタグラムのＪ

Ａはだの公式アカウン

トは、この他にも季節

の農産物やレシピ、じ

ばさんずの情報を発

信しているよ。ぜひ

フォローやいいねを

してね。

教育事業
実 践

育
て
地
域
の
リ
ー
ダ
ー
に

協
同
組
合
や
農
業
理
解
深
め
る

友
好
Ｊ
Ａ
の
事
業
学
ぶ
視
察
研
修

七
代
目
が
報
徳
を
解
説
共
通
講
義

都市農業の現場見学
専修講座

グリーンファームを見学する参加者

都市農業について説明する三嶽氏㊧

二宮金次郎について語る中桐氏

Ｊ Ａ は だ の第号 年(令和５年)月日(木曜日) （）(://-/)
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